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In “Asobi (Play) Course: Okazaki City Fixed-Term Course and Training Program,” with beginning childcare workers 
as its target, participants will create and practice a course with exercise through playing. The participants’ awareness 
of exercise through playing and the issues surrounding it are to be ascertained through the creation of educational 
childcare lecture plans using exercise through playing, and pre-/post-lecture questionnaires. The lecture’s purpose is 
to verify its own eﬀ ectiveness and closely examine admiration for, the needs of, and the awareness of issues regarding 
exercise through playing, gaining basic data for future courses.
Judging from survey results, there was a need to hold this lecture, which would make the diﬀ erences of impressions 
regarding exercise through playing clear, give people an awareness of and feel for the need to improve physical strength 
and technology, as well as make them aware of the ability to be creative about exercise through playing. In addition, the 
importance of establishing reasonable content considerate of the period the lecture is held, its content, and age of the 
target children was recognized.
キーワード：運動あそび、保育実践、保育士初任者、課題意識とニーズ、定期講習































































　平成 28 年 5 月 20 日（金）17:00 ～ 19:00
第 2 回： Aグループ
　平成 28 年 6 月 17 日（金）17:00 ～ 19:00
第 3 回： B グループ
　平成 28 年 8 月 18 日（木）17:00 ～ 19:00
第 4 回： C グループ

















































































































































立てと記す）が 14 件であった（表 2）。
表 2　事前課題におけるテーマ及び内容（全体） 
（件）
඲య 䝪䞊䝹 䝣䞊䝥 ᪂⪺ẁ䝪䞊䝹 䛭䛾௚ ྜィ
యຊ䞉㐠ືᢏ⬟ 㻝 㻝㻞 㻞 㻜 㻝㻡
䛛䛛䜟䜚 㻝㻞 㻝㻢 㻝㻠 㻝 㻠㻟
ᶍೌ䞉ぢ❧䛶 㻝 㻢 㻡 㻞 㻝㻠
䛭䛾௚ 㻜 㻝 㻜 㻜 㻝
ྜィ 㻝㻠 㻟㻡 㻞㻝 㻟 㻣㻟
表 3　事前課題におけるテーマ及び内容（Aグループ） 
（件）
䠝䜾䝹䞊䝥 䝪䞊䝹 䝣䞊䝥 ᪂⪺ẁ䝪䞊䝹 䛭䛾௚ ྜィ
యຊ䞉㐠ືᢏ⬟ྥୖ 㻝 㻣 㻝 㻜 㻥
䛛䛛䜟䜚 㻟 㻡 㻟 㻜 㻝㻝
ᶍೌ䞉ぢ❧䛶 㻝 㻝 㻟 㻜 㻡
䛭䛾௚ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
ྜィ 㻡 㻝㻟 㻣 㻜 㻞㻡
A、B、C、各グループの事前課題におけるテー
マ及び内容を表 3、4、5 に示した。Aグループ

























䠞䜾䝹䞊䝥 䝪䞊䝹 䝣䞊䝥 ᪂⪺ẁ䝪䞊䝹 䛭䛾௚ ྜィ
యຊ䞉㐠ືᢏ⬟ 㻜 㻠 㻝 㻜 㻡
䛛䛛䜟䜚 㻢 㻡 㻠 㻜 㻝㻡
ᶍೌ䞉ぢ❧䛶 㻜 㻞 㻞 㻝 㻡
䛭䛾௚ 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜
ྜィ 㻢 㻝㻞 㻣 㻝 㻞㻢





















䠟䜾䝹䞊䝥 䝪䞊䝹 䝣䞊䝥 ᪂⪺ẁ䝪䞊䝹 䛭䛾௚ ྜィ
యຊ䞉㐠ືᢏ⬟ྥୖ 㻜 㻝 㻜 㻟 㻠
䛛䛛䜟䜚 㻟 㻢 㻣 㻝 㻝㻣
ᶍೌ䞉ぢ❧䛶 㻜 㻟 㻜 㻝 㻠
䛭䛾௚ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
ྜィ 㻟 㻝㻜 㻣 㻡 㻞㻡































































































































由に回答するよう求めたところ、73 件中 68 件の
記述があった。回答を整理し、頻出する内容を大
きく分類すると、①鉄棒、跳び箱等の技術指導に
関するもの、②運動あそびが得意、不得意な子へ
の対応、③運動あそびのレパートリーの少なさ（特
に乳児に対して）の 3つが多く挙げられた。
①鉄棒、跳び箱等の技術指導に対しては多くの
受講者が「跳び箱援助の仕方がわからない、知り
たい」「逆上がりの指導の仕方」「跳び箱が上達す
る段階的な練習」と記述しており、正しい援助の
方法、技術指導のコツを身に着けたいという強い
ニーズを持っていることが明らかとなった。
②運動あそびが得意、不得意な子に対しての対
応については、「子どもの個人差にどう対応して
いくのか」「興味を持たない子にどう声をかけて
よいか」「嫌がって取り組んでくれない」など、
運動の不得意な子、興味を持たない子に対しての
動機付けを課題と感じていることが挙げられた。
と同時に、「自分が苦手なので指導、援助の方法
が難しい」という自らの運動あそびに対する意識
を課題と感じている声もあった。
③運動遊びのレパートリーについては、特に乳
児に対して課題を感じている声が多く、「0、1 歳
児に対してどんな運動あそびがよいか」「2歳児
はどこまでできるのか、経験が少なく分からない」
等の意見があった。
①と③については、今回は対象年齢が 2、3 歳
児であったことから、2・3 歳児の子どもたちの
現状と「鉄棒・跳び箱の技能習得」についての課
題意識に些かのギャップを感じた。この受講者の
「技能習得」を意識している背景には運動あそび
が充実するということは、何かが出来るようにな
るという結果について強く意識が向いているので
はないかという印象を受けた。例えば、低年齢児
は鬼ごっこを楽しむことで身体を思い切り動かし
たり、走る技術などを自然に身につけたりしてい
る。乳幼児期に必要な経験としてのあそびが技能
習得につながっているのではなく、切り離されて
いる印象を受けた。
（2）事後調査
「講習を受けた感想および今後の講習への期待、
希望」について「あそびを工夫するという視点が
よかった」「あそびを広げる楽しさを知った」と
いう声が多くあった。特に「一つのあそびをそこ
で終わりにするのではなく、教材やルールを工夫
し、あそびを発展させることが大切と学んだ」と
いう意見が挙げられ、今回の講習での運動あそび
を考える活動を通して、我々が当初設定した講座
のねらいが受講者に伝わっている様子が読み取れ
た。
また、「ディスカッションが楽しかった」「運動
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あそびをもっと保育の中に取り入れてみたい」「他
の園の先生と交流できてよかった」といったよう
に、受講者が本講座自体を楽しめたこと、あそび
について深く考え、交流する経験が新鮮であった
ことも窺え、本講座の一連の活動が今後の保育へ
の動機づけとなっている様子も伝わってきた。
また、講習後に受講者に質問を受け付けた際に
は、事前調査でも頻出していた鉄棒、跳び箱の指
導方法について質問があった。そのことに対する
講師からの助言や指導が印象に残っているよう
で、自由記述欄に「鉄棒、跳び箱の指導方法につ
いてもっと詳しく聞きたかった」「指導方法が勉
強になった」との記述があった。
更に、「今後受講したい内容」について「鉄棒、
跳び箱、ボール投げ等の技術指導」、「運動あそび
のレパートリーを増やしたい」という声があげら
れた。少数ではあるものの、「運動あそびの指導
計画の立案方法」をより詳細に知りたいという声
もあった。受講者が講習を経て子どもの体力や運
動能力に対して興味関心を持っていること、そこ
から発展して指導方法に対して課題意識を持ちよ
り学びたいという意識を持っていると感じられ
た。
以上のことから、事前、事後共に鉄棒や跳び箱
の援助の方法等、技術指導の知識を得たいという
ニーズがある中で、「運動あそびを工夫、発展さ
せる」という講習内容を通して運動あそびの捉え
方が拡がり、あそびを工夫し発展させる楽しさを
学ぶことができたのではないかと推測できた。そ
のことにより、より現場での実践に対しての意欲
が高まったことが読み取れ、この意欲の高まりに
ついては講習の一定の成果として捉えることがで
きた。また、事前の自由記述では運動あそびの得
意・不得意への対応に苦慮している様子を表す意
見が出たが、事後調査で行った今後受講したい内
容には挙げられなかったことから、講習を受講す
ることで、それらに対応する糸口を受講生自身が
見いだしたのではないかと考えられる。
Ⅵ . まとめ
本研究は、保育士初任者を対象とした「岡崎市
定期講座講習あそび講座」において行った運動あ
そび講座が、受講者の運動あそびに対する意識に
どのような変化を与えたのか本講座の効果を検証
した。同時に事前に提出された指導計画、質問紙
調査から保育士初任者の運動あそびに関する「実
態・興味関心」「ニーズと課題意識」について分
析を行った。
今回の講座を受講した保育士初任者の運動あそ
びに関する実態・興味関心については、鉄棒や跳
び箱などの技術指導、運動が得意、不得意に対す
る支援、あそびのレパートリーの拡がりを期待し
ていることから、運動あそびに対する捉え方の狭
さを読み取ることができた。その理由として、事
前調査において、技能習得の方に意識が向いてい
る意見が多数あったことが挙げられるが、その背
景として、運動あそびという言葉に対するイメー
ジが狭義あったことが推測できる。事後調査で「日
常の保育に取り入れることができる」という自信
を得たことから、講習を経てあそびに対しての視
野が拡がったことも要因のひとつではないかと考
えられる。また、身近な教材であるフープや新聞
を用いた実践を多く行っていること、指導計画の
立案の際には参考資料を用いる等、苦慮している
様子もあったものの、講習で得た「あそびを工夫
することの大切さ」を通してそれらの興味関心を
より深め、指導計画の立案に自信を得たのではな
いかと考えられる。
次に、ニーズと課題意識に対しては、跳び箱や
鉄棒の援助などの技術面の指導を学びたいという
気持ちを持っている反面、事前課題における自ら
の指導計画、実践では「かかわり」や「模倣・見
立て」などの経験を子どもたちにしてほしいとい
う願いを持っていることが明らかとなった。これ
らの結果からは、これからの成長過程に向けて技
能習得を意識したあそびを低年齢児の段階からど
のように取り入れていくべきかを考えているよう
にも捉えることができた。
今回は 2、3 歳児を対象とした講習であったこ
とから、かかわりから生まれるあそびの楽しさを
取り入れた指導計画の立案が多くなされたことか
ら、保育の継続性、連続性を意識した上での運動
あそびの支援を模索しているようにも感じること
ができた。しかしながら、受講者自身がその連続
性や継続性を明確に意識できていない可能性もあ
るが、今回のあそびの工夫・展開を意識した講習
を経ることで、あそびの捉え方が拡がり、自らが
もち合わせている技術の活かし方、深め方の一助
となったのではないだろうか。
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また、事前のアンケートには、嫌がる子や苦手
意識をもっている子に対する援助方法が分からな
いといった意見も多かったことも視野に入れ、今
後は、発達に即した形での技能習得やあそびの拡
がりと併せて、動機づけについてもカバーできる
ような内容が求められてくるであろう。これらの
視点を大切に、本研究で得た資料を基に保育士研
修や保育士養成課程における教科内容の充実に繋
げていきたいと考えている。
Ⅶ．今後の展望
今回の研究を通じて、今後の講習を行うための
基礎資料を得ることができた。受講者の運動あそ
びに関する実態、興味関心、ニーズと課題意識に
対しての一傾向を捉えることができたと考えられ
る。今後講習を行う際には、講習依頼者より受講
者の情報を得て、受講者が抱えている課題をよく
把握した上で、ニーズと、講習のねらいとのバラ
ンスをよく見極めながら、理論と実践をうまく配
分し展開することが求められるであろう。
特に、運動あそびの講習においては、事前に受
講者が運動あそびに対してどのような考え方や捉
え方をしているのかをしっかりと把握することが
必要であることが理解できた。加えて、現場と連
携させた形で行う場合は、課した課題の内容、取
り組む対象年齢を配慮した上で、無理のない講習
内容の設定を行いたい。その配慮が欠けると、受
講者の意欲の低下にもつながる恐れがあることも
念頭に置き、受講者の立場に立った講習を展開し
ていきたい。
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